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平成 30年 11月 1日 

各 位 

会  社  名 宇 部 興 産 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 山本 謙 

（コード番号 4208 東証第１部・福証） 

問 合 せ 先 CSR･総務部長 阿久刀川 治 

 （TEL. 03-5419-6110） 

 

 

連結子会社との会社分割（簡易吸収分割）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、平成 31 年 1 月１日を効力発生日として、会社分割（簡易吸収分割）

により当社のリチウムイオン二次電池用セパレータ事業（以下、「セパレータ事業」）を当社の連結子会社であ

る宇部マクセル株式会社（以下、「宇部マクセル」）に承継させること（以下、「本統合」）を決議しましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本統合は、当社とその連結子会社との間で行う簡易吸収分割であるため、開示事項・内容を一部省略

して開示しております。 

 

記 

 

１．本統合の目的 

当社は、今年 7 月 31 日に発表したセパレータ事業の再編統合の一環として、本統合によりセパレータ事業

をマクセルホールディングス株式会社（以下、「マクセル」）との合弁会社である宇部マクセルに移管します。

これにより、宇部マクセルは、原膜からの一貫生産・供給体制を実現し、塗布型・無塗布型を併せ持った製品

ラインアップの拡充を背景に、市場の幅広いニーズに効率的に対応します。当社は、車載用途に急成長が続く

セパレータの市場において、事業をマクセルとの合弁で一体運営することにより競争力を高め、更に拡大・発

展させることをめざします。 

 

２．本統合の要旨 

（１）本統合の日程 

取 締 役 会 決 議 日 平成 30年 11月１日 

会 社 分 割 の 契 約 締 結 日 平成 30年 11月 8日（予定） 

臨 時 株 主 総 会 開 催 日（ 宇 部 マ ク セ ル ） 平成 30年 12月 10日（予定） 

会 社 分 割 の 効 力 発 生 日 平成 31年 1月１日 （予定） 

（注１） 本統合は、当社においては会社法第 784 条第２項に定める簡易吸収分割に該当するため、当社は株主総会

の承認を得ずに行います。 

 

（２）本統合の方式 

当社を分割会社とし、宇部マクセルを分割承継会社とする吸収分割です。 

 

（３）本統合に係る割当ての内容 

本統合に際して、宇部マクセルは普通株式 49,600 株を発行し、その全てを承継対象権利義務に代わり当

社に交付します。 
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（４）本統合に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

当社が発行済の新株予約権について、本統合（会社分割）による取扱いの変更はありません。 

なお、分割会社は新株予約権付社債を発行していません。 

 

（５）本統合により増減する資本金 

本統合に伴う当社の資本金の増減はありません。 

 

（６）承継会社が承継する権利義務 

宇部マクセルは、当社セパレータ事業に属する資産、負債、契約上の地位等を承継します。 

 

（７）債務履行の見込み 

本統合（会社分割）の効力発生日以後に弁済期が到来する宇部マクセルの債務について、履行の見込みは

あるものと判断しています。 

 

３．本統合に係る割当ての内容の算定の考え方 

 宇部マクセルは非上場であり、株価は本統合時に予想される純資産をもとに決定しました。また当社が交付

を受ける株式数については、承継対象事業の価値評価を、宇部マクセルの合弁出資者であるマクセルと協議の

上で、独立した第三者機関がディスカウント・キャッシュフロー法により算定した結果も参考にして、慎重に

検討し決定しました。 

 

４．本統合の当事会社の概要（平成 30年３月 31日現在） 

  分割会社 分割承継会社 

（１） 名 称 宇部興産株式会社 宇部マクセル株式会社 

（２） 所 在 地 
山口県宇部市大字小串 

1978番地の 96 

京都府乙訓郡大山崎町 

小泉 1番地 

（３） 
代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 

代表取締役社長 

山本 謙 

代表取締役社長 

勝田 正彦 

（４） 事 業 内 容 
化学、医薬、建設資材、機械、エ
ネルギー・環境等に関する事業 

リチウムイオン電池用セパレータ
に関わる生産、販売、技術開発 

（５） 資 本 金 58,435百万円 625百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 17年３月 10日 平成 23年２月 1日 

（７） 発 行 済 株 式 数 106,200,107株 12,500株 

（８） 決 算 期 ３月 31日 ３月 31日 

（９） 
大 株 主 及 び 

持 株 比 率 

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行㈱(信託口) 

6.29％ 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行㈱(信託

口)  6.01％ 

みずほ証券株式会社   2.41％ 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行㈱(信託

口9)  2.29％ 

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行㈱(信託

口5)          1.92％ 

住友生命保険相互会社 1.90％ 

宇部興産㈱         51.0％ 

ﾏｸｾﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱     49.0％ 

（10） 直前事業年度の財政状態及び経営成績 

  当社(連結) 宇部マクセル(単体) 

 決 算 期 平成 30年３月期 平成 30年３月期 

 純 資 産 336,861百万円 1,529百万円 

 総 資 産 743,129百万円 3,368百万円 

 １ 株 当 た り 
純 資 産 額 

3,002.86円 122,306.22円 

 売 上 高 695,574百万円 5,720百万円 
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 営 業 利 益 50,250百万円 896百万円 

 経 常 利 益 50,728百万円 857百万円 

 親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
31,680百万円 708百万円 

 1 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

301.65円 56,631.89円 

 

５．分割する事業の概要 

（１）分割する事業の内容 

当社化学セグメントのセパレータ事業（開発・製造・販売） 

 

（２）分割する事業の経営成績（平成 30年３月期） 

売上高 7,176百万円 

   

（３）分割する資産、負債の項目及び金額 

資産 負債 

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流動資産 751百万円 流動負債 9,367百万円 

固定資産 12,016百万円 固定負債 0百万円 

合計 12,767百万円 合計 9,367百万円 

（注２） 本日現在想定されている平成 31 年 1 月 1 日時点の貸借対照表をもとに算出しています。承継される金額

は、効力発生日時点の実際の金額となります。 

 

６．本統合後の状況 

（１）分割会社の状況 

本統合による当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、決算期に変更はありません。 

 

（２）分割承継会社の状況（平成 31年 1月１日以降（予定）） 

名称 宇部マクセル株式会社 

所在地 京都府乙訓郡大山崎町小泉 1番地 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長  勝田 正彦 

事業内容 リチウムイオン電池用セパレータに関わる生産、販売、技術開発 

資本金 625百万円 

決算期 ３月 31日 

 

７．今後の見通し 

本統合は当社の連結子会社を承継会社とする会社分割のため、本統合による当社の業績への影響は軽微です。 

 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 30年 5月 10日公表分）及び前期連結実績      （単位：百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 31年 3月期） 
740,000 44,000 45,500 30,500 

前期実績 

（平成 30年 3月期） 
695,574 50,250 50,728 31,680 

 


